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１
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
と
の
賃
金
格
差
が
ど
の
様
な
要
因
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
本
来
望
ま
し
い
分
析
は
、
同
じ
仕
事

を
行
っ
て
い
る
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
を
対
象
と
し
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
な

が
ら
、
な
ぜ
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
で
賃
金
格
差
が
生
じ
る
の
か
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
こ
と
で
あ
る（
１
）。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
う
し
た
デ
ー
タ
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し

な
い
こ
と
か
ら
、
通
常
行
わ
れ
る
手
法
は
、

正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃
金
の

平
均
値
に
注
目
し
、
両
者
の
平
均
値
で
み
た

賃
金
格
差
が
ど
の
様
な
要
因
に
よ
り
説
明
さ

れ
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿

で
も
、
平
均
値
で
み
た
賃
金
格
差
に
注
目
し

分
析
を
進
め
て
い
く
。
分
析
で
用
い
る
調
査

は
、厚
生
労
働
省
が
平
成
二
二（
二
〇
一
〇
）

年
に
調
査
を
行
っ
た
「
就
業
形
態
の
多
様
化

に
関
す
る
総
合
実
態
調
査
」
で
あ
る
。

２
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
特
徴

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
は
ど
の
様
な
特

徴
を
持
つ
雇
用
者
な
の
か
、「
就
業
形
態
の
多

様
化
に
関
す
る
総
合
実
態
調
査
」（
平
成
二
二

年
）
を
用
い
て
示
し
て
い
く（
２
）（
３
）。

　

表
１
を
み
る
と（
４
）、
女
性
の
場
合
正
社

員
の
割
合
は
四
割
弱
で
、
残
り

の
六
割
弱
が
非
正
社
員
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
非
正
社
員
の

う
ち
、
そ
の
多
く
が
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
で
あ
る
。
非
正
社

員
六
〇
・
二
％
の
う
ち
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
割
合
は
四

四
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
非

正
社
員
の
七
割
強
（
四
四
・
四

／
六
〇
・
二
＝
七
三
・
八
）
が

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
あ
る
。

ま
た
、
男
性
パ
ー
ト
は
男
性
雇

用
者
全
体
の
一
割
を
超
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
女

性
正
社
員
数
は
女
性
雇
用
者
全

体
の
四
割
、
男
性
正
社
員
数
は

男
性
雇
用
者
全
体
の
四
分
の
三

を
占
め
て
い
る
。

　

紙
幅
の
関
係
も
あ
る
た
め
、

ク
ロ
ス
表
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た

結
果
を
以
下
で
簡
単
に
示
す
。

（
１
）　

年
齢
構
成
割
合
を
み
る

と
、
女
性
正
社
員
は
三
〇

歳
代
、
四
〇
歳
代
で
、
女

性
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

は
四
〇
歳
代
、
五
〇
歳
代

で
構
成
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
男
性
正
社
員
は
三
〇

歳
代
で
、
男
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

は
二
〇
歳
代
で
構
成
割
合
が
高
い
。

（
２
）　

正
社
員
は
学
歴
水
準
が
高
い
者
が
多

く
、
反
対
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は

学
歴
水
準
の
低
い
者
が
多
い
。
管
理
職
、

専
門
職
（
女
性
の
場
合
の
み
）、
事
務

職
を
中
心
と
し
て
正
社
員
は
給
与
の
高

い
職
種
に
従
事
し
て
い
る
割
合
が
高
く
、

反
対
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
そ
う

で
な
い
場
合
が
多
い
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
は
男
女
と
も
卸
売
・
小
売
業
や

宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
賃
金
の

正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃
金
格
差

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員　

堀　

春
彦

表１ 性別就業形態構成割合
就業形態

正社員 契約社員 嘱託社員 出向社員 登録型 
派遣労働者

常用雇用型 
派遣労働者

臨時的 
雇用者

パートタイ
ム労働者 その他

男 17,011,583 
100.0% 75.1% 2.9% 2.9% 1.7% 0.8% 1.3% 0.2% 11.6% 3.5% 

女 13,462,361 
100.0% 39.8% 3.3% 1.2% 0.3% 2.0% 1.2% 0.7% 44.4% 7.0% 

計 30,473,944 
100.0% 59.5% 3.1% 2.1% 1.1% 1.4% 1.3% 0.4% 26.1% 5.0% 

図 1 正社員とパートタイム労働者の各種制度適用割合（複数回答）
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注：�正社員の場合には、制度上すべての雇用者にその適用が義務づけられている雇用保険、健康保険、厚生
年金、また制度の対象とならないフルタイム正社員への転換制度については調査の対象となっていない。
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低
い
業
種
に
就
業
し
て
い
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

（
３
）　

事
業
所
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

活
用
理
由
を
聞
く
と
、
①
賃
金
節
約
の

た
め
（
四
七
・
二
％
）、
②
一
日
、
週

の
中
の
仕
事
の
繁
閑
に
対
応
す
る
た
め

（
四
一
・
二
％
）、
③
賃
金
以
外
の
労

務
コ
ス
ト
の
節
約
の
た
め
（
三
〇
・

八
％
）、
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
活

用
の
三
大
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ス

ト
の
安
い
労
働
力
で
あ
る
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
を
仕
事
の
繁
閑
に
合
わ
せ
て

活
用
し
よ
う
と
い
う
企
業
の
意
図
が
明

確
に
な
っ
て
い
る
。

（
４
）　

各
種
制
度
の
適
用
割
合
に
は
正
社
員

と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
大
き
な
差

が
あ
り
、
退
職
金
制
度
、
昇
進
・
昇
格

制
度
、
賞
与
支
給
制
度
に
お
け
る
適
用

割
合
の
大
き
な
差
が
両
者
の
総
体
的
な

賃
金
格
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と

推
察
さ
れ
る
（
図
１
）。

３
女
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

の
賃
金
は
何
に
よ
っ
て
決
ま

る
の
か

　

正
社
員
と
の
賃
金
格
差
を
検
討
す
る
前
に
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃
金
が
ど
の
よ
う

な
要
因
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
の
か
賃
金

関
数
を
用
い
る

こ
と
に
よ
り
み

て
い
く
。
賃
金

関
数
と
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因

の
賃
金
に
お
よ

ぼ
す
影
響
を
検

討
す
る
た
め
の

道
具
で
あ
る
。

女
性
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
を

対
象
と
し
て
賃

金
関
数
を
推
計

し
た
結
果
が
表

２
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
六
〇

歳
未
満
の
女
性

パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
四
六
九

一
人
を
対
象
に

推
計
を
行
っ
て

い
る
。

　

は
じ
め
に
表

の
読
み
方
を
簡

単
に
紹
介
す
る
。

＊
＊
ま
た
は
＊

が
数
字
の
横
に

つ
い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
得
ら
れ

た
係
数
値
が

表 2　賃金関数の推計結果（女性パートタイム労働者）
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「
統
計
的
に
有
意
で
あ
る
」
こ
と
を
示
し
て

い
る
。「
統
計
的
に
有
意
」
と
は
、
係
数
値

が
統
計
的
に
〇
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
つ

ま
り
、
プ
ラ
ス
な
い
し
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
賃
金
に
お
よ
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
＊
＊
と
＊
の
違
い
は
、
＊

＊
の
方
が
よ
り
信
頼
性
が
高
い
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
賃
金
に
つ
い
て
は
、月
給（
万

円
）
の
状
況
を
調
べ
て
い
る
の
で
、
係
数
値

は
月
給
の
増
減
を
万
円
単
位
で
表
す
こ
と
に

な
る
。
た
と
え
ば
、
既
婚
ダ
ミ
ー
の
係
数
値

は
〇
・
三
〇
四
七
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

数
字
は
統
計
的
に
有
意
で
な
い
た
め
に
、
結

果
と
し
て
〇
円
と
同
じ
（
賃
金
に
対
し
て
影

響
力
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
）
こ
と
に
な
る
。
子

供
ダ
ミ
ー
は
、
子
供
が
い
る
場
合
に
一
を
と

る
変
数
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
統
計
的
に
有
意

で
あ
る
た
め
、
女
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

で
子
供
が
い
る
場
合
に
は
、
子
供
が
い
な
い

者
に
比
べ
て
四
〇
〇
〇
円
程
度
（
係
数
値
が

マ
イ
ナ
ス
〇
・
四
〇
二
二
の
た
め
）
月
給
が

低
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
女
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
賃
金
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
要
因
と

し
て
は
、
子
供
ダ
ミ
ー
、
年
齢
ダ
ミ
ー
（
三

〇
～
三
九
歳
）、学
歴
ダ
ミ
ー（
専
修
学
校
卒
）、

勤
続
年
数
ダ
ミ
ー
、
職
種
ダ
ミ
ー
（
専
門
職
、

販
売
職
、
事
務
職
）、
労
働
時
間
ダ
ミ
ー
（
三

五
時
間
未
満
、
四
五
時
間
以
上
）、
収
入
の

柱
ダ
ミ
ー
の
自
身
の
収
入
、産
業
ダ
ミ
ー（
製

造
業
、
小
売
業
、
医
療
業
、
そ
の
他
の
産
業
）、

企
業
規
模
ダ
ミ
ー
（
一
〇
〇
～
九
九
九
人
、

一
〇
〇
〇
人
以
上
）、
能
力
発
揮
ダ
ミ
ー
、

専
門
業
務
対
応
ダ
ミ
ー
、
パ
ー
ト
比
率
増
加

ダ
ミ
ー
、
非
自
発
的
選
択
ダ
ミ
ー
、
大
都
市

ダ
ミ
ー
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

賃
金
に
お
よ
ぼ
す
効
果
が
大
き
い
変
数
に

つ
い
て
み
る
と（
５
）、
労
働
時
間
ダ
ミ
ー
の

三
五
時
間
未
満
、
職
種
ダ
ミ
ー
の
専
門
職
、

収
入
の
柱
ダ
ミ
ー
の
自
身
の
年
収
、
勤
続
年

数
ダ
ミ
ー
の
一
〇
～
二
〇
年
な
ど
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

労
働
時
間
ダ
ミ
ー
は
一
週
間
の
実
労
働
時

間
が
四
〇
時
間
以
上
四
五
時
間
未
満
を
ベ
ー

ス
と
し
て
お
り
、
実
労
働
時
間
が
三
五
時
間

未
満
の
場
合
に
は
（
実
労
働
時
間
が
四
〇
時

間
以
上
四
五
時
間
未
満
の
者
に
比
べ
て
）
月

給
が
四
万
五
〇
〇
〇
円
ほ
ど
低
下
す
る
傾
向

に
あ
る
。
同
様
に
、
職
種
ダ
ミ
ー
の
専
門
職

と
し
て
働
い
て
い
る
場
合
に
は
、生
産
工
程
・

労
務
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
者
に
比
べ
て
、

月
給
が
二
万
円
程
度
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

収
入
の
柱
ダ
ミ
ー
は
家
計
の
収
入
の
支
え

手
が
誰
か
を
示
す
変
数
で
あ
り
、
ベ
ー
ス
が

配
偶
者
（
夫
）
の
収
入
で
あ
る
。
家
計
の
収

入
の
支
え
手
が
自
分
（
女
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
自
身
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
収
入
の

支
え
手
が
配
偶
者
で
あ
る
夫
の
場
合
に
比
べ

て
月
給
が
一
万
八
〇
〇
〇
円
程
度
高
く
な
る

傾
向
に
あ
る
。
勤
続
年
数
一
〇
～
二
〇
年
の

者
の
場
合
、
ベ
ー
ス
と
な
る
勤
続
年
数
五
年

未
満
の
者
に
比
べ
て
月
給
が
一
万
三
〇
〇
〇

円
程
度
高
く
な
っ
て
い
る（
６
）。

４

正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
の
賃
金
格
差
は
何
に

よ
っ
て
決
ま
る
の
か

　

女
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
同
様
に
女

性
正
社
員
に
つ
い
て
も
賃
金
関
数
を
推
計
し
、

女
性
正
社
員
の
賃
金
（
月
給
）
が
ど
の
様
な

要
因
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
の
か
検
討
し

た
。
詳
細
な
結
果
は
割
愛
す
る
が
、
以
下
の

よ
う
な
結
果
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
１
）　

年
齢
、
勤
続
年
数
の
増
加
や
学
歴
の

高
ま
り
と
と
も
に
月
給
は
高
く
な
る
。

（
２
）　

管
理
職
、
専
門
職
、
事
務
職
、
販
売

職
の
場
合
、
生
産
工
程
・
労
務
の
仕
事

を
し
て
い
る
者
に
比
べ
て
月
給
が
高
く

な
る
。
と
く
に
、
管
理
職
、
専
門
職
の

場
合
が
高
く
、
管
理
職
で
一
二
万
円
程

度
、
専
門
職
で
六
万
円
程
度
月
給
が
高

く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

（
３
）　

週
実
労
働
時
間
が
短
い
と
月
給
が
少

な
く
、
実
労
働
時
間
が
長
い
と
月
給
が

高
く
な
る（
７
）。

（
４
）　

家
計
の
収
入
が
自
分
（
女
性
正
社
員

自
身
）
の
収
入
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
場
合
、
配
偶
者
で
あ
る
夫
の
収
入

に
依
存
す
る
場
合
に
比
べ
て
、
月
給
が

三
万
円
程
度
高
く
な
る
。

（
５
）　

産
業
の
影
響
を
み
る
と
、
ベ
ー
ス
と

な
る
サ
ー
ビ
ス
業
に
比
べ
て
製
造
業
、

小
売
業
、
飲
食
業
、
医
療
業
で
は
い
ず

れ
も
月
給
が
低
く
な
っ
て
い
る
（
相
対

的
に
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
月
給
が

高
く
な
っ
て
い
る
）。

（
６
）　

企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
月

給
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

（
７
）　

職
場
に
昇
進
・
昇
給
制
度
が
あ
る
場

合
に
は
、
月
給
が
高
く
な
る
。

　

以
上
の
分
析
の
ほ
か
に
も
、
男
性
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
お
よ
び
男
性
正
社
員
の

賃
金
関
数
の
推
計
も
行
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
男
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
場

合
に
は
、
月
給
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
要
因

が
少
な
か
っ
た
た
め
（
先
述
し
た
「
統
計

的
に
有
意
な
」変
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
）、

正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃
金

格
差
の
規
定
要
因
に
つ
い
て
は
女
性
だ
け

を
対
象
と
し
て
分
析
を
行
っ
た
。

　

表
３
が
そ
の
結
果
で
あ
る
。
平
均
値
で

み
る
と
、
女
性
正
社
員
の
月
給
は
二
五
万

四
〇
〇
〇
円
で
、
一
方
女
性
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の
そ
れ
は
一
〇
万
五
〇
〇
〇
円

と
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
間
に
は
一
四
万

九
〇
〇
〇
円
の
賃
金
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

そ
の
一
四
万
九
〇
〇
〇
円
の
賃
金
格
差
を

一
〇
〇
と
し
、
こ
の
賃
金
格
差
が
ど
の
よ

う
な
要
因
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
の
か
表

３
で
は
分
解
を
行
っ
て
い
る
。

表 3　要因分解の結果（女性正社員と女性パートタイム労働者）
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分
解
の
結
果
は
、
大
き
く
二
つ
の
要
因
に

分
か
れ
る
。
ひ
と
つ
は
「
係
数
の
差
に
基
づ

く
格
差
」
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
「
個
人

属
性
の
差
に
基
づ
く
格
差
」
で
あ
る
。

　
「
係
数
の
差
に
基
づ
く
格
差
」
と
は
、
正

社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
で
、
係
数

値
の
値
が
異
な
る
た
め
に
生
じ
る
賃
金
格
差

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
勤
続
年
数
に
つ
い
て

考
え
る
と
、
正
社
員
の
場
合
に
は
勤
続
一
年

当
た
り
二
〇
〇
〇
円
賃
金
が
上
昇
し
て
い
く

傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
場
合
に
は
勤
続
一
年
当
た
り
の
賃
金
の

増
加
分
が
五
〇
〇
円
で
あ
る
と
す
る
と
、
一

年
当
た
り
両
者
の
間
に
は
一
五
〇
〇
円
の
賃

金
格
差
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、「
個
人
属
性
の
差
に
基
づ
く
格
差
」

と
は
、
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と

で
、
個
人
属
性
が
異
な
る
た
め
に
生
じ
る
賃

金
格
差
で
あ
る
。
こ
れ
も
勤
続
年
数
を
例
に

あ
げ
る
と
、
た
と
え
ば
平
均
で
み
た
勤
続
年

数
が
正
社
員
の
場
合
一
〇
年
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
場
合
に
は

そ
れ
が
五
年
で
あ
る
と
す
る
と
、
両
者
の
間

に
は
五
年
の
差
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
正

社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
個
人
属
性

の
差
が
平
均
で
み
た
両
者
の
賃
金
格
差
に
お

よ
ぼ
す
影
響
を
測
定
す
る
部
分
が
「
個
人
属

性
の
差
に
基
づ
く
格
差
」
で
あ
る
。

　

表
３
を
み
る
と
、「
係
数
の
差
に
基
づ
く
格

差
」
は
全
体
で
二
万
九
〇
〇
〇
円
相
当
で
、

平
均
で
見
た
賃
金
格
差
の
一
九
・
七
％
を
占

め
て
い
る
。
一
方
、「
個
人
属
性
の
差
に
基
づ

く
格
差
」
は
全
体
で
一
一
万
九
〇
〇
〇
円
相

当
で
、
平
均
値
で
み
た
賃
金
格
差
の
八
〇
・

三
％
を
占
め
て
い
る
。
平
均
値
で
み
た
賃
金

格
差
の
八
割
が
、
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
個
人
属
性
の
差
に
依
存
し
た
賃
金

格
差
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

個
別
の
要
因
に
つ
い
て
み
て
い
く
が
、
そ

の
前
に
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
金
額
で
も
割
合
で

も
正
の
値
を
と
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
変
数

は
賃
金
格
差
の
拡
大
を
示
す
要
因
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
負
の
値
を
と
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
変
数
は
賃
金
格
差
の
縮

小
を
示
す
要
因
と
な
る
。

　

平
均
値
で
み
た
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
賃
金
格
差
の
う
ち
も
っ
と
も
説
明

力
が
高
い
も
の
は
、
個
人
属
性
の
差
に
基
づ

く
格
差
の
う
ち
の
労
働
時
間
で
あ
る
。
一
四

万
九
〇
〇
〇
円
の
賃
金
格
差
を
一
〇
〇
％
と

し
た
場
合
、
労
働
時
間
の
説
明
力
は
三
〇
・

八
％
と
な
っ
て
い
る
。
正
社
員
に
比
べ
て

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
労
働
時
間
の
短
い

者
が
多
く
、
そ
れ
が
賃
金
格
差
の
も
っ
と
も

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
説
明
力
が
高
い
の
は
、
係
数
の
差
に

基
づ
く
格
差
の
う
ち
の
年
齢
で
あ
り
、二
三
・

四
％
の
説
明
力
が
あ
る
。
正
社
員
の
場
合
年

齢
の
増
加
と
と
も
に
給
与
が
増
加
し
て
い
く

給
与
制
度
と
な
っ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
場
合
に
は
三
〇
歳

代
で
、
賃
金
の
多
少
の
増
加
が
観
察
さ
れ
る

以
外
賃
金
の
増
加
が
期
待
で
き
な
い
賃
金
制

度
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
う
し

た
格
差
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
番
目
に
説
明
力
が
高
い
説
明
変
数
は
、

個
人
属
性
に
基
づ
く
格
差
の
う
ち
の
勤
続
年

数
で
あ
り
、
一
六
・
〇
％
の
説
明
力
が
あ
る
。

上
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
の
場
合
勤
続
年
数
の
短
い
者
が
多
く
、

相
対
的
に
勤
続
年
数
の
長
い
正
社
員
と
の
間

で
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
賃
金
格
差

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

５

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
定

着
を
促
す
要
因

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
第
八
条
に
よ
れ
ば
、

正
社
員
と
同
視
す
べ
き
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者（
正
社
員
と
職
務（
仕
事
の
内
容
や
責
任
）

が
同
じ
で
、
人
材
活
用
の
仕
組
み
（
人
事
異

動
の
有
無
や
範
囲
）
が
全
雇
用
期
間
を
通
じ

て
同
じ
で
、
か
つ
、
契
約
期
間
が
実
質
的
に

無
期
契
約
と
な
っ
て
い
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
）
の
す
べ
て
の
待
遇
に
つ
い
て
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
差

別
的
に
取
り
扱
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
正
社
員
と
同
視

す
べ
き
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
ど
の
程
度

存
在
す
る
の
か
統
計
を
用
い
て
み
て
み
る
と
、

そ
の
割
合
が
驚
く
ほ
ど
小
さ
い
こ
と
が
わ
か

る
。

　

以
下
は
、平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
総
合
実
態
調
査
の
数
値
で

あ
る
。
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

両
方
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
に
つ
い
て
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
全
体
に
占
め
る
割
合

を
み
る
と
、
正
社
員
と
職
務
が
同
じ
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
の
割
合
は
八
・
一
％
、
こ
の

う
ち
人
事
異
動
の
有
無
や
範
囲
等
が
正
社
員

と
同
じ
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
割
合
は

二
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
こ
の

う
ち
無
期
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
（
実

質
無
期
を
含
む
）パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者（
正

社
員
と
同
視
す
べ
き
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
）
の
割
合
は
一
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
分
析

結
果
と
併
せ
て
、
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
賃
金
格
差
を
縮
小
へ
と
導
く
た
め

の
方
策
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

　

ま
ず
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
賃
金
制
度
の
改
定
が
望
ま
れ
る
。
既
に

み
た
よ
う
に
、
労
働
時
間
（
個
人
属
性
の
差

に
基
づ
く
格
差
）
の
影
響
に
次
い
で
影
響
力

が
大
き
な
要
因
は
年
齢
（
係
数
の
差
に
基
づ

く
格
差
）
で
あ
っ
た
。
正
社
員
の
場
合
に
は
、

年
齢
の
増
加
と
と
も
に
給
与
が
増
加
し
て
い

く
賃
金
制
度
で
あ
る
一
方
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
場
合
に
は
そ
の
限
り
で
な
い
と
い

う
実
態
が
両
者
の
賃
金
格
差
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。
職
務
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
も
正
社
員
に
適
用
さ
れ

て
い
る
も
の
と
同
じ
賃
金
表
を
設
け
た
り
、

同
じ
評
価
基
準
を
適
用
す
る
な
ど
の
措
置
が

重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
措
置
が
、
年

齢
（
係
数
の
差
に
基
づ
く
格
差
）
要
因
の
縮

小
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
勤
続

年
数
を
長
期
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
最
後
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

勤
続
年
数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
、
職
場
に

お
け
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
定
着
を
促

す
分
析
の
結
果
を
提
示
し
、
本
稿
を
閉
じ
る

こ
と
と
す
る
（
紙
幅
の
影
響
も
あ
り
、
詳
細

な
分
析
結
果
は
割
愛
す
る
）。

　

女
性
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
定
着
に
及
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ぼ
す
要
因
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
順
番

で
離
職
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
効
果
の
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

①　

仕
事
の
内
容
・
や
り
が
い

　

②　

教
育
訓
練
・
能
力
開
発
の
あ
り
方

　

③　

正
社
員
と
の
人
間
関
係

　

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
不
満
が
高
ま
る
と
、

別
の
会
社
で
働
き
た
い
と
い
う
傾
向
が
高
ま

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
定
着
促
進
に
向
け
て
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
単
に
単
純
な
仕
事

を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
仕
事
に
臨

め
る
よ
う
仕
事
の
内
容
に
工
夫
を
加
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
教
育
訓
練
・
能
力
開
発
の
あ
り
方

に
も
注
意
の
目
を
向
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
だ
か
ら
と
い
う

理
由
で
教
育
訓
練
や
能
力
開
発
を
行
わ
な
い

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

［
注
］

１　

同
じ
仕
事
を
行
っ
て
い
る
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
賃
金
格
差
を
検
討
し
た

研
究
実
績
と
し
て
島
貫
（
二
〇
一
一
）
や
高
橋
（
二
〇

一
二
）
が
あ
る
。

２　

正
社
員
と
は
ど
の
よ
う
な
雇
用
者
な
の
か
に
つ
い
て

分
析
し
た
研
究
と
し
て
、
小
倉
（
二
〇
一
三
）
が
あ
る
。

３　

以
下
の
記
述
は
、
橘
木
（
二
〇
〇
八
）
の
第
八
章
の

そ
れ
と
類
似
す
る
箇
所
が
多
い
。
橘
木
で
も
、
本
稿
で

も
調
査
年
は
違
う
が
、
厚
生
労
働
省
「
就
業
形
態
の
多

様
化
に
関
す
る
総
合
実
態
調
査
」
を
用
い
て
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

４　

な
お
、
表
の17,011,583

等
の
数
字
は
、
復
元
倍

率
を
か
け
て
算
出
し
た
人
数
を
示
し
て
い
る
。

５　

定
数
項
は
、
ベ
ー
ス
と
な
る
属
性
（
未
婚
、
子
供
な

し
、
年
齢
三
〇
歳
未
満
・
・
・
）
の
者
の
月
給
を
示
す

数
値
な
の
で
、
考
慮
の
外
に
置
く
。

６　

変
数
名
の
具
体
的
な
意
味
や
分
析
結
果
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
当
機
構
の
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
１
６
１

「
雇
用
の
多
様
化
の
変
遷
〈
そ
の
Ⅲ
〉
：
二
〇
〇
三
・

二
〇
〇
七･

二
〇
一
〇
―
厚
生
労
働
省「
多
様
化
調
査
」

の
特
別
集
計
よ
り
―
」
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

７　

労
働
時
間
が
短
い
と
月
給
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
、

自
明
の
よ
う
で
あ
る
が
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
時
給
で

給
与
が
支
払
わ
れ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
場
合
で

あ
れ
ば
、
労
働
時
間
が
少
な
い
た
め
に
月
給
が
少
な
く

な
る
こ
と
は
肯
定
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
月
給
に
よ
る
支
払
い
が
多
い
正
社
員
の
場
合
、

労
働
時
間
に
対
応
し
て
給
与
が
減
額
さ
れ
る
の
は
日
給

月
給
制
の
場
合
以
外
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、

日
給
月
給
制
の
適
用
割
合
の
低
さ
を
考
え
る
と
、
な
ぜ

労
働
時
間
の
短
い
女
性
正
社
員
の
給
与
が
低
く
な
る
の

か
、
必
ず
し
も
明
確
に
回
答
で
き
な
い
。

【
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献
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